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R8C/Mxシリーズにおいて、以下の内容に注意してください。

1. フラッシュメモリ CPU書き換えモード(EW1モード)に関する注意事項

　(1) 注意事項
　FMR0レジスタのFMR01ビットを“1”（CPU書き換えモード有効）、かつFMR02ビットを“1”（EW1モード）

　にして、CPU書き換えモードを実行する場合、正常に実行できない場合があります。

　(2) 対策
　対策として、図１または図2の手順でソフトウェアコマンドを実行してください。

　図1にサスペンド禁止の場合の手順を、図2にサスペンド許可の場合の手順を示します。

 図1. ソフトウェアコマンド実行手順 (サスペンド禁止 )
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対策プログラム例 (プログラムコマンドの場合)

  MOV.B
  JMP.S
  NOP
CMD2:
  MOV.B
  MOV.B
LABEL:
  BTST
  JNC

#40h,[A1]
CMD2

[A0],[A1] 
[A1],R0L

FST7
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; 第1コマンド書き込み

; 第2コマンド書き込み(注2)
; ダミーリード(注3)

; フラッシュメモリステータス確認

、 、FMR01 = 1 (CPU書き換えモード有効) FMR02 = 1 (EW1モード) FMR20 = 0 (サスペンド禁止)の場合 (注1)

注1. リードアレイコマンド及びクリアステータスレジスタ
、 。　　　コマンド実行時 この対策は必要ありません 

、注2. 第2コマンド書き込みは 次のいずれかの命令を
。       使用してください 

          ・MOV.B  [A0],[A1]  または MOV.B  [A1],[A0]
          ・MOV.B  #IMM,[An]
          ・MOV.B  #IMM,abs16
          ・MOV.B  RnH,[An]
          ・MOV.B  RnH,abs16 
          ・MOV.B  RnL,[An]
          ・MOV.B  RnL,abs16

、注3. 次のいずれかの命令を使用して 第2コマンドの
。       書き込み番地と同じ番地を読み出してください 

          ・MOV.B  [An],RnL
          ・MOV.B  [An],RnH
          ・MOV.W  [An],Rn

、 ：FMR01 FMR02 FMR0レジスタのビット
：FMR20 FMR2レジスタのビット
：FST7 FSTレジスタのビット
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MPU & MCU

R8C/Mxシリーズの使用上の注意事項

R8C/Mxシリーズ

TN-R8C-A020A/J 第1版

－

発行日：2011年11月28日

技術情報



RENESAS TECHNICAL UPDATE

Page 2 of 4

発行日：2011年11月28日TN-R8C-A020A/J

 図2. ソフトウェアコマンド実行手順 (サスペンド許可 )
以上
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、 、FMR01 = 1 (CPU書き換えモード有効) FMR02 = 1 (EW1モード) FMR20 = 1 (サスペンド許可)の場合 (注1)
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対策プログラム例 (プログラムコマンドの場合)

  MOV.B
  FSET
  JMP.S
  NOP
CMD2:
  MOV.B
  MOV.B
  NOP
  NOP
  NOP
  NOP
LABEL1:
  BTST
  JNC
  BTST
  JNC
  BCLR
  MOV.B
  JMP
LABEL2:

#40h,[A1]
I
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[A1],R0L

FST7
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FST3
LABEL2
FMR21
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; 第1コマンド書き込み
; 割り込み許可

; 第2コマンド書き込み(注2)
; ダミーリード(注3)

; フラッシュメモリステータス確認

; サスペンドステータス確認(注4)

; ダミーリード(注3)

注1. リードアレイコマンド及びクリアステータス
、        レジスタコマンド実行時 この対策は必要あり

。        ません 
、注2. 第2コマンド書き込みは 次のいずれかの命令を

。        使用してください 
          ・MOV.B  [A0],[A1]  または MOV.B  [A1],[A0]
          ・MOV.B  #IMM,[An]
          ・MOV.B  #IMM,abs16
          ・MOV.B  RnH,[An]
          ・MOV.B  RnH,abs16 
          ・MOV.B  RnL,[An]
          ・MOV.B  RnL,abs16

、注3. 次のいずれかの命令を使用して 第2コマンドの
。       書き込み番地と同じ番地を読み出してください 

          ・MOV.B  [An],RnL
          ・MOV.B  [An],RnH
          ・MOV.W  [An],Rn

、注4.　プログラムコマンドの場合はFST3ビット ブロック
        イレーズコマンドの場合はFST6ビットで確認

。        してください 

サスペンド
ステータス
確認 (注4)

Yes

＝FMR21   0

No

フラッシュメモリ
ダミーリード (注3)

追加処理

 I: CPUレジスタのフラグ
、 ：FMR01 FMR02 FMR0レジスタのビット
：FMR21 FMR2レジスタのビット
、 、 ：FST3 FST6 FST7 FSTレジスタのビット
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2. 低消費電流リードモードに関する注意事項
　　FMR2レジスタのFMR27 ビット(低消費電流リードモード許可ビット)による低消費電流リードモードを使用す
　る場合、以下の内容に注意してください。

　(1) FMR27ビットの操作時の注意事項
　　　ウェイトモードまたはストップモードへ移行するときは、FMR27 ビットを“0”(低消費電流リードモード禁
　　止 )にした後、移行してください。FMR27 ビットが“1”(低消費電流リードモード許可 )の状態で、ウェイトモー
　　ドまたはストップモードへ移行しないでください。

<< ストップモードに移行するプログラム例>>
BCLR 1,FMR0 ；CPU書き換えモード無効
BCLR 7,FMR2 ；低消費電流リードモード禁止

BSET 0,PRCR ；CKSTPRレジスタへの書き込み許可
FSET I ；割り込み許可

BSET 0,CKSTPR ；ストップモード

JMP.B LABEL_001
LABEL_001:

NOP
NOP
NOP
NOP

<< ウェイトモードに移行するプログラム例>>
< WAIT命令を実行する場合>
BCLR 1,FMR0 ；CPU書き換えモード無効
BCLR 7,FMR2 ；低消費電流リードモード禁止

FSET I ；割り込み許可

WAIT ；ウェイトモード

NOP
NOP
NOP
NOP

<WAITMビットを“1”にする場合>
BCLR 1,FMR0 ；CPU書き換えモード無効
BCLR  7,FMR2 ；低消費電流リードモード禁止

BSET  0,PRCR ；SCKCRレジスタへの書き込み許可
FCLR  I ；割り込み禁止

BSET 5, SCKCR ；ウェイトモード

NOP
NOP
NOP
NOP
BCLR 0,PRCR ；SCKCRレジスタへの書き込み禁止
FSET  I ；割り込み許可

　(2) FMSTP ビットに関する注意事項
　　　FMR0 レジスタのFMSTP ビット (フラッシュメモリ停止ビット )が“1”（フラッシュメモリ停止）の状態で、
　　FMR27 ビットを“1”にしないでください。
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3. FMSTPビットによる低消費電力操作手順例
　　ユーザーズマニュアル ハードウェア編に記載のFMSTP ビットによる低消費電力操作手順例を以下に変更しま
　す。

 図3. FMSTP ビットによる低消費電力操作手順例

FMSTPビット設定プログラムをRAMに転送
FMR01ビットに0 、を書いた後 

1 (CPU書き換えモード有効)を書く

低速クロックモード(注4)または
低速オンチップオシレータモードへ移行

低速クロックモード(注4)、
低速オンチップオシレータモードでの処理

フラッシュメモリ回路安定待ち(10 s) (注3)

フラッシュメモリ回路安定待ち(115 s) (注3)

FMR01、FMSTP：FMR0レジスタのビット

注1. FMR01ビットを1 (CPU書き換えモード有効) 、にした後 
FMSTPビットを1 (フラッシュメモリ停止) 。にしてください 

注2. CPU 、クロックのクロック源を切り換える場合 切り換え先
。のクロックが安定している必要があります 

注3.  プログラムで10 sまたは115 sの待ち時間を設け
。         てください 、この待ち時間内は フラッシュメモリ

。         にアクセスしないでください 
注4.   、低速クロックモードは R8C/M13Bグループのみ

FMSTPビットに
1 (フラッシュメモリ停止)を書く(注1)

FMR01ビットに
0 (CPU書き換えモード無効)を書く

FMSTPビットに
0 (フラッシュメモリ動作)を書く

CPUクロックのクロック源を切り換え(注2)

高速オンチップオシレータクロック停止

FMSTPビット設定プログラムへジャンプ
(以下の処理はRAM上のプログラムで実行)

FMSTPビット設定プログラム

フラッシュメモリの任意番地へジャンプ

変更

変更


